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新 た に発見 さ れ た ポ イ ン セ チ アのハダニ

は じ め に
ご せ

1997 年 9 月 ， 奈良県御所市 の 農家でハ ウ ス 栽培 中 の
ポ イ ン セ チ ア に お い て ハ ダニ の 発生 ・ 加害が認 め ら れ
た。 筆者の一人国本 は こ のハ ダニ を採集 し て ， 後藤 に送
付 し， 同定を依頼 し た 。 後藤 は ， こ のハ ダニ が 日 本の ど
の種に も 該当 し な い こ と か ら ， 標本 を江原 に 回送 し て詳
細 な分類学的研究 を依頼 し た 。 江原 は研究の結果， こ の
ハ ダニ を， わ が国 で こ れ ま で報告の な い Eotetranychus
lewisi (MCGREGOR) と 同定 し た 。

近年， 日 本では大量の ポ イ ン セ チ アがオ ラ ン ダ， ア メ
リ カ ， ポル ト ガル な どか ら輸入 さ れて い る 。 こ の た び見
い だ さ れた ハ ダニ は， ア メ リ カ ， メ キ シ コ ， 中米， ハ ワ
イ ， ア フ リ カ な どで ポ イ ン セ チ ア の有害ハ ダニ と し て 知
ら れた種であ る が， 日 本か ら は こ れ ま で報告 さ れた事例
は ない。 こ れ ら の こ と か ら 判断 し て ， 本種は， 海外か ら
わ が国 に侵入 し た 可能性が考 え ら れ る が， 前か ら い た可
能性 も あ る 。

以上の事情 に かんがみ， こ のハ ダニ の形態 ・ 分布 ・ 寄
主植物 ・ 生態な ど に つ い て紹介 し ， 関係の人々 の ご参考
に供 し た い。

I 形 態 な ど

学名 Eotetranychus leωisi (MCGREGOR) 
英名 Lewis spider mite (Papaya spider mite， 

Y ellow spider mite の名 も あ る )
和名 ルイ ス ハ ダニ (新称)
所属 ハ ダニ上科ハ ダニ科
雌 (図 -1， 2 A， C�D， 4) : 体 長 ( 口 吻 を 含 む) は

470 μm 内外， 体幅 は 243 μm 内 外， 体色 は 黄緑 な い し
淡黄で， 体側 に小黒斑 を有す る 。 各胴背毛 は， す ぐ後 ろ
の胴背毛の起点 を越 え る 長 さ を持つ。 後体部の背面正中
部の皮膚条線は， 一様 に横走す る 。 周気管の末端部 は L
字状 を呈す る 。 生殖口蓋上の皮膚条線 は横走 し， 生殖口
蓋のす ぐ前の領域の条線 も 横走す る 。

触肢末端節 に あ る 出糸突起の長 さ は幅の お よ そ 2 倍あ
る 。 背感覚体の長 さ は 出糸突起の長 さ に近い。 脚の各環
節 に 生 え る 通常毛 と ソ レ ニ ジ オ ン ( か っ こ 内) の数 を第
I 脚→第 IV 脚 の 順 に 書 く と ， 腿節 目一7-4-4， 膝節 5-5-

An Exotic Spider Mite Found on Poinsettia in Japan (Acari， 
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図 -1 ル イ ス ハ ダニ の ♀ の背面 (奈良県産， 江原 原図)

4-4， 腔節 9 ( 1 ) -8-6-7， 附節 14 ( 1 )  +2 dupl .-13 ( 1 ) + 
1 dupl .-lO ( 1 ) ー10 ( 1 ) 。 第 I 脚の附節 は二重毛 よ り も 基
方 に 5 通常毛 と 1 ソ レ ニ ジ オ ン を持 ち ， 二重毛の腹側 に
は 2 本の通常毛が あ る 。 第 II 脚 の 鮒節 で は二重毛 の 基
方 に 3 通常毛 と l ソ レ ニ ジ オ ン があ り ， さ ら に二重毛の
近 く に 1 本， 二重毛の腹側 に 2 本 の通常毛が あ る 。 各脚
の爪間体は通例 どお り 3 対の 毛 に 分岐す る 。

雄 (図 ー2 B， E) : 体 長 ( 口 吻 を 含 む) は 336 μm 内
外， 体幅 は 165 μm 内外。 挿入器 の 後部 は ほ ぽ 45・ の 角
度 で腹方 に 曲 が り ， し だ い に 細 く な る 下降部 を 形成 す
る 。 下降部 は ゆ る や か な S 字状 を 描 い て 湾 曲 す る 。 挿
入器の軸部背面 は や や 凹状 を呈す る 。 触肢末端の 出糸突
起は微小で， 乳頭状で あ る 。 背感覚体 は 出糸突起 よ り も
は る か に長い。 脚の各環節の通常毛 と ソ レ ニ ジ オ ン (か
っ こ 内) の 数 : 腿 節 目ー7-4-4， 膝 節 5-5-4-4， 腔 節
9 ( 3 )  -8-6-7， 附 節 目 ( 3 ) + 2  dupl.- 1 3 ( 1 ) 十 1 dupl . -
10 ( 1 ) ー 10 ( 1 ) 。 第 I 脚附節 は 二重毛 よ り も 基 方 に 4 本
の通常毛 と 2 本の ソ レ ニ ジ オ ン を持ち ， 二重毛 と ほ ぼ同
じ レ ベ ル に 1 本 の ソ レ ニ ジ オ ン と 2 本 の 通常 毛 を 有 す
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図 ー 2 ル イ ス ハ ダニ の部分図 (奈良 県産， 江原 原図)

A : ♀ の 触肢 の 末端部 (左 上 に 別 の 出 糸 突 起 も 示
す l . B : ♂ の触肢の末端部 (右端 に 別 の 出 糸突起二
つ を示すl . C. D : 平 の周気管. E : 挿入器

る 。 第 II 脚鮒節で は 二重毛 の 基 方 に 3 通常毛 と 1 ソ レ
ニ ジ オ ンがあ り ， さ ら に 二重毛の近 く に 1 本， 腹側 に 2
本の通常毛があ る 。 第 I 脚の爪間体 は 基本的 に は 3 対 に
分岐 し て い る が， こ れ ら は不同 で中央の対が最 も 太 く 長
く ， 背側の対 は や や短い。 腹側の対は微小で， 認め難い
こ と も 多 し こ の場合に は 2 対 に 分岐 し て い る よ う に 見
え る 。 第 II�IV 脚の爪間体は雌の も の と 同様であ る 。

調査標本 : 27 ♀ ♀ & 9 ♂ ♂ ， 奈 良 県 御所市， ハ ウ ス
の ポ イ ン セ チ ア か ら 1997 年 9 月 2 日 採集 (採集者， 国
本佳範) 。

備考 : 本種 は， 雄の持つ挿入器 に 見 ら れ る 特徴あ る 形
態 (前述， お よ び図 2 E) に よ っ て他種か ら 識別 で き る 。

H 分布 ・ 寄主植物

そ も そ も 本種 は ， カ リ フ ォ ルニ ア州でカ ン キ ツ 類の果
実 に 寄 生 し て い た 標 本 に 基 づ い て 記 載 さ れ た
(MCGR回OR， 1943) 。 以来， 本種 の 情報 は し だ い に 増加
し た 。 そ の既知分布 は 次 の と お り であ る 。 ア メ リ カ ( ア
リ ゾ ナ， カ リ フ ォ ル ニ ア ， イ リ ノ イ ， マ サ チ ュ ー セ ツ
ツ ， ミ シ ガ ン， オ レ ゴ ン， ワ シ ン ト ン な ど の 諸州) ， メ
キ シ コ ， 中 央 ア メ リ カ ， ハ ワ イ ， ア フ リ カ (南 ア フ リ
カ ) な ど。

こ の た び， 日 本 で は ポ イ ン セ チ ア か ら 発見 さ れた の で
あ る が， 海外 に お り る 本種の寄主植物の範囲 は， き わ め
て 広範で あ る 。 代表的 な 寄 主 の 一 つ で あ る カ ン キ ツ 類
(オ レ ン ジ， レ モ ン な ど) で は， 果実 に 寄生す る こ と が
顕著な点であ る 。 ]EPPSON et al. ( 1975) は ， カ ン キ ツ で
は果実のみが本種の加害 を受 け， 葉 に は加害が見 ら れな
い と 言 い切っ て い る 。 も し， こ れが事実 な ら ， き わ め て
特異 な習性を持つ ハ ダニ と い う こ と に な る 。 し か し な が
ら ， MCGREGOR (1943) が， ネ ー プル の 果 実 か ら 採取 し
た こ のハ ダニ を レ モ ン の葉に移 し て飼育 し て い る の で，
カ ン キ ツ では葉よ り も は る か に果実 を好む と い う こ と で

は な か ろ う か。 も ち ろ ん， 他の植物では葉への加害が通
常であ る 。 な お ， カ リ フ ォ ルニ ア で は ， 本種は カ ン キ ツ
類 に と っ て は む し ろ マ イ ナ ー な害虫で， と き お り 多発す
る こ と があ る と い う 程度で あ る 。 そ れ よ り ， 温室栽培の
ポイ ン セ チ ア に と っ て は無視で き な い 重要害虫であ る と
さ れ る (DOUCETTE， 1962) 。

海外で記録 さ れて い る 寄主 は ， ポ イ ン セ チ ア ， カ ン キ
ツ ， モ モ， イ チ ジ ク ， パパ イ ア， オ リ ー プ， ヒ マ， マ ツ
類， ヤ マ ナ ラ シ属 ( ア メ リ カ ヤ マ ナ ラ シ を 含む) ， ア ケ
ノ キ ， ク ロ ーパー の ほ か次の諸属が寄主 と し て報告 さ れ
て い る (PRITCHARD and BAKER， 1955 ; TUTTLE and 
BAKER， 1964 ; ESTJ::BANES and BAKER， 1968 ; TUTTLE et 
al. ， 1976 ; MEYER， 1987) 。

Acacia， Ant忽onon， Aρ10ρappus， Bauhin仇 Bocconia，
Ceiba， Ceanothus， Cnidosculus， Crotalaria， Cucurbita， 
Ditaxis， Encelia， HaPlopゆ戸間， 局，drangea， Ipomoea， 
Jatropha， Korlreuteria， Lycium， Malpighia， Mimosa， 
Monarda， Quercus， Rosa， Sciゆus， Solanum， S]ρhaeral
cea， Trifolium な ど。

な お， ポ イ ン セ チ ア (Euphorbia ρulcherrima) 以 外
の タ カ ト ウ ダイ 属 (Eゅhorbia) の種 も 本種の寄生 を 数
け る と い う 海外の記録があ る こ と を付記 し て お く 。

皿 生 態 ・ 被 害

生 活 史 の 概 要 は， 本 種 の 原 記 載 論 文 の 中 で，
MCGREGOR ( 1943) に よ っ て 記述 さ れ て い る 。 彼 は， ネ
ー ブルの果実か ら 採 っ た 個体 を レ モ ン の 葉 に 付 け て 室温
(17�23'C) で室 内 飼 育 を し た 。 そ の 結果 で は， 雌 は 1
日 に平均 5 卵 を産み， 雌 に な る も の (受精卵) で は卵期
聞が 6 日 ， 幼虫 ・ 第 1 若虫 ・ 第 2 若虫の各期間 は い ずれ
も 2 日 であ っ た。 産卵 さ れて か ら 成虫 に な る ま での期聞
は， 雌で は 12 日 ， 雄で は そ れ よ り 1�2 日 短い。 ま た，
産卵 さ れて か ら 成虫 に な る ま で に 雌 は 平均 14 . 5 日 ， 雄
は平均 12 日 かか り ， 雌が 1 日 に産む卵の数は 2�3 個 と
い う 数字 も あ る (JEPPSON et al . ，  1 975) 。 な お 卵 は ， 白色
な い し 淡燈色 を号 し ， 短 い柄 を 持 っ て い る 。 卵 は， カ ン
キ ツ の果皮では窪み に産み付け ら れ る 。 糸が， 卵の柄の
上端か ら 果皮表面へ張 ら れ る こ と は な い。

奈良県の ポ イ ン セ チ ア に お け る 被害 の進行 は 次 の よ う
に観察 さ れた。 こ のハ ダニ に 吸汁加害 さ れた 葉 は 淡色 に
な っ て い き ， や が て 黄化 す る ( 図-3) 。 ポ イ ン セ チ ア は
葉の赤 と 緑の コ ン ト ラ ス ト の 美 し さ が品質商で重要であ
り ， 葉の黄化 は著 し く 商品性 を低下 さ せ る こ と に な る 。
加害が進む と 萄 (赤い葉) に も 寄生 し， 糸 に よ る ハ ダニ
の分散が始 ま り ， 落葉 に 至 る 場合 も あ る 。 な お ， こ のハ
ダニ は Eotetranychus の 他 の 多 く の 種 と 同 様， 葉 の 下
面， 特に 主 と し て葉脈沿 い に 生息す る が， 個体数の増加
と と も に葉脈聞 に も 広が っ て い く (図-4， 5) 。

こ のハ ダニが発生 し た 農家 で は ， 通常の コ ナ ジ ラ ミ の
防除 に お い て殺ダニ活性の あ る ピ リ ダベ ン水和剤や キ ノ
キ サ リ ン系水和剤! な ど を使用 し た と こ ろ ， 防除効果が認
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図 - 3 ノレ イ ス ハ ダニ に 加 害 さ れた ポ イ ン セ チ ア (国本

撮影)

図 - 4 ポ イ ン セ チ ア葉上の ノレ イ ス ハ ダニ ♀ 成虫 (国本 撮

影)

め られた。 ポイ ンセチア栽培 での害虫防除はコナジ ラ ミ
類 対策 が中心で， 農家にはハダニに対する知識や警戒感
がない。 しかも本種 はきわめ て小さし発 見 が困難であ
る。 今回は葉の退色により初め て本種 の寄生に気 づいた

という 経過があり， 栽培現 場での本種 の早期発 見 はかな
り難しいと思われる。

パ パ イ アにお け る被害に つ い ては， OCHOA 巴t al. 
(1994) が簡潔に記述している。 すなわち ， パパ イ アで

は展 葉前 および 展 葉後の若 い葉が加害を受 けやすい。 加
害を受 けると， 薬はクロ ロ フ ィルが失われ， また変形を
来す。 この被害状況 は， 一 見 ウイ jレス 病の 症状に似る場
合がある。 しかしながら， 小さい葉を結ぶように出した
糸の上で動 いている多 数 のハダニ が見 つ かつ て， 初め て
ダニの害とわかることが多 いらしい。 激甚な加害を受 け
たパパ イ アの 葉では， 葉脈 以外はすべて吸汁痕で占 め ら
れるまでになる。 この よう な症状は， 不幸にしてウイ ル
ス 病と誤認されたまま推移し， 被害が著しく進行したパ
パ イ ア闘において特によく見 られるo パパ イ アの 古 葉
は， ポイ ン セチアで見 られるのと似た症状を示す。 この場
合のパパ イ アの 葉の 症状は， 除草剤によって植物 ホ lレモ
ン の働きが乱された結果 だと誤同定されやすいという 。

図 - 5 ポ イ ン セ チ ア 築上 の ノレ イ ス ハ ダニ と そ の卵 (国 本

tíN1�) 

お わ り に
従来， 日 本国 内からは報告されたことがないルイ ス ハ

ダニ が， このたひ、奈良県のハウス 栽培 のポイ ン セチアか
ら 発 見された。 本種 は， アメ リカ， メキシ コ， 中米， ハ
ワイ ， アフ リカなどでポイ ンセチア， パパイ アの 葉およ
びカン キツ類 の果 実を加害するハダニとして知られてい
る。 ち なみに， 本種 の寄主横物 は， 上記の ほ かにも多 数
の もの が記録されている。

日 本のルイ ス ハダニは， わが国 内に侵入してきた可能
性 があるものの， 寄主植物 が広範であること から， 前 か
ら いたのにこれまで発 見されなかったこと も考 え られ
る。 しかし， 海外における本種 の実 情と， 近年における
ポイ ン セチアなどの花きの 栽培 状況とを考 え ると， 今
後， 圏内各 地におけるポイ ン セチアのハ ウス 栽培におい
て レイ ス ハ夕、ニへの注意が必要と思われる。
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